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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「ダイワ・アジアリート・ファンド
（年 1回決算型）」は、このたび、第 1期の
決算を行ないました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ・アジアリート・ファンド
（年 1 回決算型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信（リート）
信 託 期 間 約3年11カ月間（2016年 4 月 1 日～2020年 3 月13日）
運 用 方 針 信託財産の中長期的な成長をめざして運用

を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド ダイワ・アジア不動産投資信
託マザーファンドの受益証券

ダイワ・アジア
不動産投資信託
マザーファンド

アジア（日本を除きます。以
下同じ。）およびオセアニア
地域の金融商品取引所上場お
よび店頭登録（上場予定およ
び店頭登録予定を含みます。）
の不動産投資信託の受益証券
および不動産投資法人の投資
証券（以下総称して「リー
ト」といいます。）

マザーファンド
の運用方法

①主として、アジアおよびオセアニア地域
のリートに投資し、配当等収益の確保と信
託財産の中長期的な成長をめざして運用を
行ないます。
②運用にあたっては、以下の点に留意します。
　イ�．時価総額や流動性等を勘案して投資
対象銘柄を選定します。

　ロ�．投資対象銘柄の中から、不動産市場
動向の分析や個別銘柄の分析により、
銘柄ごとの成長性、配当利回りおよび
財務内容等を勘案し、組入候補銘柄を
選定します。

　ハ�．組入候補銘柄の中から、個別銘柄の
バリュエーションや国・地域およびセ
クターの分散等を考慮し、ポートフォ
リオを構築します。

③通常の状態で、リートの組入比率を高位
に維持し、地域別ではアジア地域のリート
の組入比率を、信託財産の純資産総額の60％
程度以上に維持することを基本とします。
④為替変動リスクを回避するための為替
ヘッジは原則として行ないません。

組 入 制 限 ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率 無制限
マザーファンドの株式組入上限比率 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と
売買益（評価益を含みます。）等とし、原則
として、信託財産の成長に資することを目
的に、配当等収益の中から基準価額の水準
等を勘案して分配金額を決定します。ただ
し、配当等収益が少額の場合には、分配を
行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないま
す。ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をま
とめてベビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主
としてマザーファンドの受益証券に投資して、実質的な運
用をマザーファンドで行なう仕組みです。



ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

アジアリート指数
（アジア部分、
配当込み、円換算）

アジアリート指数
（オセアニア部分、
配当込み、円換算） 投資信託証　　券

組入比率
純 資 産
総　　額税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率 （参考指数） 期　中
騰落率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
1期末（2017年 3 月14日） 10, 486� 0� 4. 9� 10, 943� 9. 4� 10, 263� 2. 6� 92. 6� 4�

（注 1）�アジアリート指数（アジア部分、配当込み、円換算）は、Ｓ＆Ｐ�Global�REIT� Index の構成国地域のうち、日本を除くAsia�Pacific
（Developed）、およびAsia�Pacific（Emerging）のアジア地域の構成国地域における前日の地域別の指数（現地通貨建て、配当込み）を
円換算し、時価総額比率で合成し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したものです。

（注 2）�アジアリート指数（オセアニア部分、配当込み、円換算）は、Ｓ＆Ｐ�Global�REIT�Index の構成国地域のうち、Asia�Pacific（Developed）
の構成国地域、およびAsia�Pacific（Emerging）のオセアニア地域の構成国地域における前日の地域別の指数（現地通貨建て、配当込み）
を円換算し、時価総額比率で合成し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したものです。

（注 3）投資信託証券組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
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ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）
ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型） ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）

■基準価額・騰落率
設定時：10, 000円
期　末：10, 486円
騰落率：4. 9％

■基準価額の主な変動要因
米国大統領選挙の結果などを受けて世界的に金利が上昇し、アジア・オセアニア地域のリート市
場は調整する局面もありました。しかし、全体としては歴史的な低金利環境が継続したことなどを
背景に、相対的に配当利回りが高い資産への需要が高まり、香港やシンガポールを中心にリート市
場が上昇したことがプラス要因となり、基準価額は上昇しました。

運用経過

基準価額等の推移について 

流　用
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ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）

年　　月　　日
基 準 価 額 アジアリート指数

（アジア部分、配当込み、円換算）
アジアリート指数
（オセアニア部分、
配当込み、円換算）

投資信託
証　　券
組入比率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 ％ ％ ％ ％

（設定）2016年 4 月 1 日 10, 000 ― 10, 000 ― 10, 000 ― ―
4月末 9, 998 △� 0. 0 10, 030 0. 3 9, 828 △� 1. 7 89. 8
5 月末 9, 892 △� 1. 1 9, 839 △� 1. 6 9, 828 △� 1. 7 90. 7
6 月末 9, 785 △� 2. 2 9, 914 △� 0. 9 9, 618 △� 3. 8 91. 3
7 月末 10, 394 3. 9 10, 539 5. 4 10, 472 4. 7 90. 5
8 月末 10, 210 2. 1 10, 324 3. 2 10, 125 1. 3 90. 9
9 月末 10, 001 0. 0 10, 242 2. 4 9, 610 △� 3. 9 93. 1
10月末 9, 832 △� 1. 7 10, 235 2. 3 9, 042 △� 9. 6 93. 4
11月末 10, 064 0. 6 10, 444 4. 4 9, 653 △� 3. 5 91. 9
12月末 10, 182 1. 8 10, 419 4. 2 10, 321 3. 2 92. 5

2017年 1 月末 10, 383 3. 8 10, 820 8. 2 10, 157 1. 6 92. 5
2 月末 10, 516 5. 2 10, 951 9. 5 10, 557 5. 6 92. 7

（期末）2017年 3 月14日 10, 486 4. 9 10, 943 9. 4 10, 263 2. 6 92. 6
（注）騰落率は設定比。
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ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）
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2016年 4 月 1 日 2017年 3 月14日
設定 決算日

基準価額　 （円） 10, 000 10, 486
分配金（税込み） （円） ― 0
基準価額の騰落率 （％） ― 4. 9
アジアリート指数
（アジア部分、配当込み、円換算）騰落率 （％） ― 9. 4

アジアリート指数
（オセアニア部分、配当込み、円換算）騰落率（％） ― 2. 6

純資産総額 （百万円） 1 4
（注 1）�アジアリート指数（アジア部分、配当込み、円換算）およびアジアリート指数（オセアニア

部分、配当込み、円換算）は当ファンドの参考指数です。参考指数は投資対象資産の市場動
向を説明する代表的な指数として記載しております。

（注 2）�アジアリート指数（アジア部分、配当込み、円換算）は、Ｓ＆Ｐ�Global�REIT�Index の構成
国地域のうち、日本を除くAsia�Pacific（Developed）、およびAsia�Pacific（Emerging）
のアジア地域の構成国地域における前日の地域別の指数（現地通貨建て、配当込み）を円換
算し、時価総額比率で合成し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が計算したも
のです。

（注 3）�アジアリート指数（オセアニア部分、配当込み、円換算）は、Ｓ＆Ｐ�Global�REIT�Index の
構成国地域のうち、Asia�Pacific（Developed）の構成国地域、およびAsia�Pacific
（Emerging）のオセアニア地域の構成国地域における前日の地域別の指数（現地通貨建て、
配当込み）を円換算し、時価総額比率で合成し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資
信託が計算したものです。

■リート市況
アジア・オセアニア地域のリート市況は、市場ごとに相場展開は異なりましたが、シンガポール
や香港を中心におおむね堅調に推移しました。期の前半は、英国の国民投票でのＥＵ（欧州連合）
離脱支持派多数という結果に伴って、金融市場の混乱が継続する懸念もありましたが、各国中央銀
行による対応策への期待などから長期金利が世界的に低位で推移しました。そのため、リートのよ
うに高い配当利回りと業績安定性を併せ持つ投資対象が選好されやすい状況が継続しました。その
後、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の資産買い入れの減額観測が出たことや、米国の大統領選挙でトラン
プ氏が勝利し今後の財政拡大などが意識されたことなどを背景に、それまで低下基調にあった世界
の長期金利が急上昇したため、各国リート市場は反落しました。期末にかけては、先進各国の株式
市場の上昇を受けて投資家のリスク選好が強まる中で、金利上昇に一服感が出たことなどを背景
に、リート市場も徐々に落ち着きを取り戻す展開となりました。
■為替相場

期の前半は、米国の利上げへの慎重な姿勢や、2016年 4 月の日銀の金融政策決定会合で追加緩和
が見送られたことなどを受けて円高傾向となりました。その後は、11月の米国大統領選挙でトラン
プ氏が勝利したことや12月の米国の利上げ実施などによって米国の長期金利が上昇し、対米ドルだ
けでなく、アジア・オセアニア通貨に対しても円安が進みました。

投資環境について （2016. 4. 1 ～ 2017. 3. 14）

流　用

■当ファンド
「ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないました。
■ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンド

地域密着型のスーパーマーケットなどを主要テナントにかかえ、業績の安定性と成長性を両立さ
せている香港の LINK�REIT（商業施設）、高いブランド力と強固な集客力を有するオーストラリア
の SCENTRE�GROUP（商業施設）、ハイテク・セクター向けのビジネススペースや物流施設など
の工業用不動産を投資対象とするシンガポールのASCENDAS�REAL�ESTATE（産業施設）、高い
モール運営能力とスーパーマーケットを中心とした安定した収益基盤を持つ香港の FORTUNE�
REIT（商業施設）などを高位に組み入れました。

ポートフォリオについて （2016. 4. 1 ～ 2017. 3. 14）
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ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）
ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型） ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

当　期
（2016. 4. 1～2017. 3. 14）

基準価額
アジアリート指数
（アジア部分、配当込み、円換算）
アジアリート指数
（オセアニア部分、配当込み、円換算）

ベンチマークとの差異について

流　用

当期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきまし
た。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2016年 4 月 1 日
～2017年 3 月14日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―��

翌期繰越分配対象額 （円） 557�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

5
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ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）
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流　用

■当ファンド
「ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないます。
■ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンド

当ファンドでは引き続き、優れた不動産開発能力や高いテナント管理能力などを通じた強固な収
益基盤を持ち、継続的に投資家へのリターンを成長させることが期待できる銘柄を中心に投資して
まいります。また、バリュエーション面で割安感が強い中小型銘柄にも注目していく方針です。

今後の運用方針

6
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ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2016. 4. 1～2017. 3. 14） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 156円 1. 544％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は10, 080円です。

（投 信 会 社） （75） （0. 746） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販 売 会 社） （75） （0. 746） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （5） （0. 051） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 3 0. 029 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（投資信託証券） （3） （0. 029）

有価証券取引税 0 0. 005 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託証券） （0） （0. 005）

そ の 他 費 用 7 0. 070 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （6） （0. 061） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （1） （0. 008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 166 1. 647
（注 1）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法によ

り算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファン
ドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用

2
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ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）

■利害関係人との取引状況
　当期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2017年 3 月14日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・アジア不動産投資信託
マザーファンド 4, 941� 98. 2�

コール・ローン等、その他 88� 1. 8�
投資信託財産総額 5, 030� 100. 0�
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月14日における邦貨換算レートは、 1オーストラリア・ドル
＝86. 72円、 1香港ドル＝14. 79円、 1シンガポール・ドル＝81. 20円、 1マ
レーシア・リンギット＝25. 82円です。

（注 3）�ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンドにおいて、当期末における
外貨建純資産（1, 127, 680千円）の投資信託財産総額（1, 140, 056千円）に
対する比率は、98. 9%です。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2016年 4 月1日から2017年 3 月14日まで）
設 定 解 約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ・アジア不動
産投資信託マザー
ファンド

千口� 千円� 千口� 千円

6, 018� 5, 590� 1, 049� 950�

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 当　　　期　　　末
口　　数 評 価 額

千口 千円
ダイワ・アジア不動産投資信託
マザーファンド 4, 968� 4, 941�

（注）単位未満は切捨て。

■投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約およ
び保有状況

設定時保有額 期中設定額 期中解約額 期末保有額 取引の理由
百万円 百万円 百万円 百万円

1 ― ― 1 当初設定時におけ
る取得

（注 1）金額は元本ベース。
（注 2）単位未満切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2017年 3 月14日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 5, 030, 900円

コール・ローン等 88, 923��
ダイワ・アジア不動産投資信託
マザーファンド（評価額） 4, 941, 977��

（Ｂ）負債 35, 329  
未払信託報酬 35, 164��
その他未払費用 165��

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 995, 571  
元本 4, 764, 001��
次期繰越損益金 231, 570��

（Ｄ）受益権総口数 4, 764, 001口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 486円

＊�設定時における元本額は1, 000, 000円、当期中における追加設定元本額は
4, 778, 303円、同解約元本額は1, 014, 302円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 486円です。
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ダイワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 �0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 265, 677　
（ｃ）収益調整金� �0　
（ｄ）分配準備積立金 �0　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 265, 677　
（ｆ）分配金 �0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 265, 677　
（ｈ）受益権総口数 4, 764, 001口

■損益の状況
当期　自2016年 4 月 1 日　至2017年 3 月14日

項 目 当 期
（Ａ）有価証券売買損益 330, 194円

売買益 342, 765
売買損 △� 12, 571

（Ｂ）信託報酬等 △ 64, 517
（Ｃ）当期損益金（Ａ＋Ｂ） 265, 677
（Ｄ）追加信託差損益金 △ 34, 107

（売買損益相当額） （△� 34, 107）
（Ｅ）合計（Ｃ＋Ｄ） 231, 570

次期繰越損益金（Ｅ） 231, 570
追加信託差損益金 △� 34, 107
（売買損益相当額） （△� 34, 107）
分配準備積立金 265, 677

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）�収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照
ください。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象で
す。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / /www .da iwa－am . co . j p /

ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンド
運用報告書　第 4 期　（決算日　2017年 3 月14日）

（計算期間　2016年 9 月15日～2017年 3 月14日）

ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンドの第 4期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
アジア（日本を除きます。以下同じ。）およびオセアニア地域の金融商品取引所上場および店
頭登録（上場予定および店頭登録予定を含みます。）の不動産投資信託の受益証券および不動
産投資法人の投資証券（以下総称して「リート」といいます。）

運 用 方 法

①主として、アジアおよびオセアニア地域のリートに投資し、配当等収益の確保と信託財産の
中長期的な成長をめざして運用を行ないます。
②運用にあたっては、以下の点に留意します。
　イ．時価総額や流動性等を勘案して投資対象銘柄を選定します。
　ロ�．投資対象銘柄の中から、不動産市場動向の分析や個別銘柄の分析により、銘柄ごとの成
長性、配当利回りおよび財務内容等を勘案し、組入候補銘柄を選定します。

　ハ�．組入候補銘柄の中から、個別銘柄のバリュエーションや国・地域およびセクターの分散
等を考慮し、ポートフォリオを構築します。

③通常の状態で、リートの組入比率を高位に維持し、地域別ではアジア地域のリートの組入比
率を、信託財産の純資産総額の60％程度以上に維持することを基本とします。
④為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限 無制限
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ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：9, 320円　期末：9, 946円　騰落率：6. 7％

【基準価額の主な変動要因】
米国の堅調な景気動向や、2016年11月の米国大統領選挙の結果を受
けて世界的に金利が上昇傾向に転じたことなどを背景として、香港な
どのリート市況が下落したことがマイナス要因となりました。一方
で、シンガポール・ドル、オーストラリア・ドル、香港ドルなどが、

年 　月 　日 基準価額
アジアリート指数
（アジア部分、配当
込み、円換算）

アジアリート指数
（オセアニア部分、
配当込み、円換算）

投資信託
証　　券
組入比率騰落率（参考指数）騰落率（参考指数）騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2016年 9 月14日 9, 320 ― 9, 344 ― 9, 483 ― 94. 4

9 月末 9, 404 0. 9 9, 369 0. 3 9, 843 3. 8 94. 4
10月末 9, 255 △� 0. 7 9, 363 0. 2 9, 262 △� 2. 3 94. 7
11月末 9, 491 1. 8 9, 554 2. 3 9, 887 4. 3 93. 4
12月末 9, 617 3. 2 9, 531 2. 0 10, 571 11. 5 93. 8

2017年 1 月末 9, 825 5. 4 9, 898 5. 9 10, 404 9. 7 93. 7
2 月末 9, 968 7. 0 10, 018 7. 2 10, 813 14. 0 93. 7

（期末）2017年 3 月14日 9, 946 6. 7 10, 010 7. 1 10, 512 10. 8 93. 6
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2）�アジアリート指数（アジア部分、配当込み、円換算）は、Ｓ＆Ｐ�Global�

REIT� Index の 構 成 国 地 域 の う ち、 日 本 を 除 くAsia�Pacific
（Developed）、およびAsia�Pacific（Emerging）のアジア地域の構成国
地域における前日の地域別の指数（現地通貨建て、配当込み）を円換算
し、時価総額比率で合成し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信
託が計算したものです。

（注 3）�アジアリート指数（オセアニア部分、配当込み、円換算）は、Ｓ＆Ｐ�
Global�REIT�Index の構成国地域のうち、Asia�Pacific（Developed）の構
成国地域、およびAsia�Pacific（Emerging）のオセアニア地域の構成国地
域における前日の地域別の指数（現地通貨建て、配当込み）を円換算し、
時価総額比率で合成し、当ファンド設定日を10, 000として大和投資信託が
計算したものです。

■当期中の基準価額と市況の推移 円に対して上昇したことが主なプラス要因となり、基準価額は上昇し
ました。

◆投資環境について
○リート市況

アジア・オセアニア地域のリート市場では、世界的に金利上昇リ
スクに対する懸念が高まったため香港を中心に下落する一方、シン
ガポールは国内の景況感は弱含みながら、主要なリート市場の中で
相対的に高い配当利回りが評価されて底堅く推移しました。
期首から2016年11月半ばにかけては、ＥＣＢ（欧州中央銀行）の

資産買い入れの減額観測が出たことや、米国の大統領選挙でトラン
プ氏が勝利し今後の財政拡大などが意識されたことなどを背景に、
それまで低下基調にあった世界の長期金利が急上昇したことが、各
国リート市場の上値を抑える要因となりました。その後は、先進各
国の株式市場の上昇を受けて投資家のリスク選好が強まる中で、金
利上昇に一服感が出たことなどを背景に、リート市場も徐々に落ち
着きを取り戻す展開となりました。

○為替相場
2016年11月の米国大統領選挙でトランプ氏が勝利したことや、12

月の米国の利上げ実施などによって米国の長期金利が上昇し、円安
米ドル高が進みました。それを受けて、香港ドルやシンガポール・
ドルも対円で上昇しました。オーストラリア・ドルの上昇について
は、原油相場をはじめとするコモディティ価格の上昇も影響したと
みられます。

◆前期における「今後の運用方針」
当ファンドでは引き続き、高いブランド力や強固な収益基盤を持

ち、継続的に投資家へのリターンを成長させることが期待できる銘
柄に注目しています。また、優れた不動産開発能力や高いテナント
管理能力を持つ銘柄にも注目します。国別では、市場規模が大きく
配当利回りも相対的に高いシンガポールへの配分を高位に維持する
方針です。

◆ポートフォリオについて
地域密着型のスーパーマーケットなどを主要テナントにかかえ、業

績の安定性と成長性を両立させている香港の LINK�REIT（商業施
設）、高いブランド力と強固な集客力を有するオーストラリアの
SCENTRE�GROUP（商業施設）、ハイテク・セクター向けのビジネ
ススペースや物流施設などの工業用不動産を投資対象とするシンガ
ポールのASCENDAS�REAL�ESTATE（産業施設）、高いモール運営
能力とスーパーマーケットを中心とした安定した収益基盤を持つ香港
の FORTUNE�REIT（商業施設）などを高位に組み入れました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け

ておりません。
当期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、｢当期中の基

準価額と市況の推移｣ をご参照ください。

《今後の運用方針》
当ファンドでは引き続き、優れた不動産開発能力や高いテナント管理

能力などを通じた強固な収益基盤を持ち、継続的に投資家へのリターン
を成長させることが期待できる銘柄を中心に投資してまいります。ま
た、バリュエーション面で割安感が強い中小型銘柄にも注目していく方
針です。

（円）
10, 500

10, 000

9, 500

9, 000

8, 500
期　首

（2016. 9. 14）
期　末

（2017. 3. 14）

基準価額
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ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンド

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 2円
（投資信託証券） （� 2）�
有価証券取引税 0
（投資信託証券） （� 0）�
その他費用 3
（保管費用） （� 3）�

合 計 6
（注 1）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 2）�各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
投資信託証券

（2016年 9 月15日から2017年 3 月14日まで）

■主要な売買銘柄
投資信託証券

（2016年 9 月15日から2017年 3 月14日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
DEXUS�PROPERTY�GROUP（オーストラリア）�� 20� 15, 636� 781� FRASERS�COMMERCIAL�TRUST（シンガポール）�� 224. 466� 23, 138� 103�
MAPLETREE�COMMERCIAL�TRUST（シンガポール）�� 108. 7� 13, 098� 120� ASCOTT�RESIDENCE�TRUST（シンガポール）�� 180� 16, 181� 89�
CHAMPION�REIT（香港）�� 70� 4, 693� 67� FRASERS�HOSPITALITY�TRUST（シンガポール）�� 233. 7� 12, 222� 52�

LINK�REIT（香港）�� 10� 7, 345� 734�
SUNTEC�REIT（シンガポール）�� 30� 3, 921� 130�

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

銘　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

口　　数 口　　数 評 価 額
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

千口 千口 千オーストラリア・ドル 千円
（オーストラリア）
NATIONAL�STORAGE�REIT 100� 100� 142� 12, 357�
SCENTRE�GROUP 215� 215� 892� 77, 375�
DEXUS�PROPERTY�GROUP 20� 40� 373� 32, 363�
STOCKLAND 61. 734� 61. 734� 277� 24, 091�
WESTFIELD�CORP 77� 77� 650� 56, 424�
GOODMAN�GROUP 61. 055� 61. 055� 450� 39, 074�

オーストラリア・ドル通貨計 口 　 数、 金 　 額 534. 789� 554. 789� 2, 786� 241, 687�
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ 6�銘柄� 6�銘柄� �＜21. 2％＞�

■組入資産明細表
外国投資信託証券

買 付 売 付
口　数 金　額 口　数 金　額

外
　
　
　
　
　
国

千口 千オーストラリア・ドル 千口 千オーストラリア・ドル

オーストラリア 20� 183� ―� ―�
（� ―）� （� ―）� （� ―）� （� ―）�

千口� 千香港ドル 千口� 千香港ドル

香港 70� 312� 10� 543�
（� ―）� （� ―）� （� ―）� （� ―）�

千口� 千シンガポール・ドル 千口� 千シンガポール・ドル

シンガポール 108. 7� 162� 668. 166� 699�
（� ―）� （△� 42）� （� ―）� （� ―）�

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）�買付（　）内は分割割当、合併等による増減分で、上段の数字には含まれて

おりません。
（注 3）売付（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 4）金額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・アジア不動産投資信託マザーファンド

銘　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

口　　数 口　　数 評 価 額
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

千口 千口 千香港ドル� 千円
（香港）
YUEXIU�REAL�ESTATE�INVESTMEN 130� 130� 603� 8, 921�
SUNLIGHT�REAL�ESTATE�INVEST 730� 730� 3, 321� 49, 124�
FORTUNE�REIT 630� 630� 5, 373� 79, 479�
PROSPERITY�REIT 350� 350� 1, 078� 15, 943�
LINK�REIT 140� 130� 6, 649� 98, 346�
CHAMPION�REIT 430� 500� 2, 250� 33, 277�

香 港 ド ル 通 貨 計 口 　 数、 金 　 額 2, 410� 2, 470� 19, 276� 285, 093�
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ 6�銘柄� 6�銘柄� �＜25. 0％＞�

千口 千口 千シンガポール・ドル� 千円
（シンガポール）
KEPPEL�DC�REIT 490� 490� 580� 47, 148�
FIRST�REAL�ESTATE�INVT�TRUST 347. 743� 347. 743� 448� 36, 425�
MAPLETREE�GREATER�CHINA�COMM 220� 220� 214� 17, 417�
FRASERS�HOSPITALITY�TRUST 333. 7� 100� 68� 5, 521�
CAPITALAND�COMMERCIAL�TRUST 360� 360� 554� 45, 017�
ASCENDAS�REAL�ESTATE�INV�TRT 480� 480� 1, 195� 97, 050�
CAPITALAND�MALL�TRUST 310� 310� 601� 48, 833�
SUNTEC�REIT 180� 150� 264� 21, 436�
KEPPEL�REIT 305. 399� 305. 399� 313� 25, 418�
FRASERS�COMMERCIAL�TRUST 224. 466� ―� ― ―
ASCOTT�RESIDENCE�TRUST 430� 250� 272� 22, 127�
FRASERS�CENTREPOINT�TRUST 280� 280� 554� 45, 017�
STARHILL�GLOBAL�REIT 500� 500� 367� 29, 841�
CAPITALAND�RETAIL�CHINA�TRUS 207. 519� 207. 519� 294� 23, 927�
MAPLETREE�INDUSTRIAL�TRUST 289. 626� 289. 626� 482� 39, 156�
MAPLETREE�COMMERCIAL�TRUST 91. 305� 200. 005� 297� 24, 117�

シンガポール・ドル通貨計 口 　 数、 金 　 額 5, 049. 758� 4, 490. 292� 6, 508� 528, 456�
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ 16�銘柄� 15�銘柄� �＜46. 4％＞�

千口 千口 千マレーシア・リンギット 千円
（マレーシア）
SUNWAY�REAL�ESTATE�INVESTMEN 270� 270� 461� 11, 921�

マレーシア・リンギット通貨計� 口 　 数、 金 　 額 270� 270� 461� 11, 921�
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ 1�銘柄� 1�銘柄� ＜1. 0％＞�

合　　　　　計 口 　 数、 金 　 額 8, 264. 547� 7, 785. 081� ―� 1, 067, 158�
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ 29�銘柄� 28�銘柄� ＜93. 6％＞�

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）＜　＞内は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 3）評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2017年 3 月14日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
投資信託証券 1, 067, 158� 93. 6�
コール・ローン等、その他 72, 897� 6. 4�
投資信託財産総額 1, 140, 056� 100. 0�
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2）�外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月14日における邦貨換算レートは、 1オーストラリア・ドル
＝86. 72円、 1香港ドル＝14. 79円、 1シンガポール・ドル＝81. 20円、 1マ
レーシア・リンギット＝25. 82円です。

（注 3）�当期末における外貨建純資産（1, 127, 680千円）の投資信託財産総額
（1, 140, 056千円）に対する比率は、98. 9%です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2017年 3 月14日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 1, 143, 709, 692円

コール・ローン等 70, 631, 388��
投資信託証券（評価額） 1, 067, 158, 721��
未収入金 4, 131, 550��
未収配当金 1, 788, 033��

（Ｂ）負債 3, 653, 550  
未払金 3, 653, 550��

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 140, 056, 142  
元本 1, 146, 301, 795��
次期繰越損益金 △� �6, 245, 653��

（Ｄ）受益権総口数 1, 146, 301, 795口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 946円

＊�期首における元本額は1, 199, 988, 074円、当期中における追加設定元本額は
735, 440円、同解約元本額は54, 421, 719円です。
＊�当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・アジアリート・ファンド（年 1回決算型）4, 968, 809円、ダイワ・アジア
リート・ファンド（毎月分配型）1, 141, 332, 986円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 946円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は6, 245, 653円です。

■損益の状況
当期　自2016年 9 月15日　至2017年 3 月14日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 25, 724, 889円

受取配当金 25, 685, 401��
受取利息 41, 658��
支払利息 △� �2, 170��

（Ｂ）有価証券売買損益 47, 563, 505  
売買益 113, 675, 268��
売買損 △� �66, 111, 763��

（Ｃ）その他費用 △  376, 576  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 72, 911, 818  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  81, 603, 750  
（Ｆ）解約差損益金 2, 471, 719  
（Ｇ）追加信託差損益金 △  25, 440  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） △  6, 245, 653  

次期繰越損益金（Ｈ） △  6, 245, 653  
（注 1）�解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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